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ひいらぎこども園 

 

  

 あっという間に 2月になりました。時間がたつのは早いものです。雪が降るかもしれないほど

の寒さの日があったり、風の強い日があったりして、暖かい春の訪れはまだ先のようですが、桜

の木の枝を見ていると、小さなつぼみが膨らみ始め、準備が始まっているようです。花が開く日

を楽しみに待ちたいです。 

 今まで子どもたちが遊び続けてきた活動がいろんな形になりました。園舎いっぱいに広がる造形作品を見ていると、楽

しんで活動している子どもたちの声が聞こえてきそうです。おうちの人に来てもらって、楽しそうに一緒に遊ぶ姿がとて

も印象的でした。創るおもしろさ、飾る工夫、観るおもしろさ、いっぱいつまった作品展です。 

乳児組のこ

どもたちが

作った作品

が玄関で出

迎えてくれ

ます。

玄関に入ると長

い線路が現れま

した。

自然と線

路の上を

歩くこど

もたちで

ブームになった色紙。いつの間にかお部屋に大き

な花火があがりました。 

1 枚の段ボールから始まったおうち作

り。作りたいものがどんどん出てきます。

た。 

テーブルやい

示だなにのっ

床に張り巡らされた線路、お部屋につながる足型シー

ト。言葉ではない視覚に訴えるものは、子どもたちの心

に響きます。線路の上を落ちないように歩いてみたり、

線路の上に電車を走らせたり、自然と足型をたどってお

部屋には入ろうとしたりする行動が生まれたりします。

面白いものです。小さなアートが子どもの心に響いてい

ます。 

  

 

線路の上に電車を走らせていま

す。 


